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　 シ リ ン ダ 上 方 に 設 け ら れ 燃 焼 室 を 形 成 す る チ ャ ン バ ヘ ッ ド と 、
　 該 チ ャ ン バ ヘ ッ ド に 支 持 さ れ た モ ー タ に よ り 回 転 す る フ ァ ン と 、
　 前 記 燃 焼 室 内 で 前 記 フ ァ ン に よ り 攪 拌 混 合 さ れ た 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 に 着 火 す る 点 火 部
と 、 を 備 え た 燃 焼 式 釘 打 機 で あ っ て 、
　 前 記 点 火 部 は 、 点 火 プ ラ グ と 、 該 点 火 プ ラ グ に 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ 前 記 チ ャ ン バ ヘ
ッ ド に 取 り 付 け ら れ た 点 火 グ ラ ン ド か ら な り 、 前 記 点 火 プ ラ グ の 先 端 角 を ４ ５ 度 以 下 と す
る こ と を 特 徴 と し た 燃 焼 式 釘 打 機 。

　 前 記 点 火 グ ラ ン ド は 、 前 記 チ ャ ン バ ヘ ッ ド と 一 体 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 。

　 前 記 点 火 グ ラ ン ド は 、 前 記 チ ャ ン バ ヘ ッ ド の 前 記 燃 焼 室 側 の 面 か ら 前 記 燃 焼 室 に 突 出 す
る 突 出 部 に 設 け ら れ 、 前 記 チ ャ ン バ ヘ ッ ド 、 前 記 点 火 グ ラ ン ド 、 及 び 前 記 突 出 部 は 一 体 に
形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 。

　 前 記 点 火 グ ラ ン ド の 接 地 対 向 部 を テ ー パ ー と し た こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い
ず れ か に 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 。

　 前 記 点 火 グ ラ ン ド の 先 端 角 を ４ ５ 度 以 下 と す る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず
れ か に 記 載 の 燃 焼 式 釘 打 機 。

　 前 記 点 火 プ ラ グ の 先 端 と 前 記 点 火 グ ラ ン ド の 先 端 の 位 置 を 、 前 記 シ リ ン ダ の 移 動 方 向 と
直 交 す る 方 向 に オ フ セ ッ ト さ せ る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 燃
焼 式 釘 打 機 。



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 従 来 の ガ ス 釘 打 機 で は 点 火 後 に 発 生 す る 火 種 が 点 火 プ ラ グ ５ ０ や 点 火 グ ラ ン ド ５
１ に よ っ て 熱 を 奪 わ れ 、 失 火 し て し ま う 現 象 が 発 生 し 、 動 作 不 良 を 起 こ す 原 因 と な っ て い
る こ と が 判 っ た 。 従 来 の 点 火 グ ラ ン ド の 形 状 は 、 図 １ ０ に 示 す 点 火 グ ラ ン ド の 先 端 角
β ２ が 約 ５ ０ ～ ６ ０ 度 で 、 図 １ １ に 示 す 点 火 グ ラ ン ド 接 地 対 向 部 ５ ５ の 形 状 が 、 燃 焼 室 上
面 ２ ６ に 略 平 行 に 伸 び 、 角 部 に 僅 か な Ｒ が つ い て い る 形 状 で あ っ た 。 こ の 点 火 グ ラ ン ド ５
１ の 形 状 で は 熱 容 量 が 大 き く 、 火 種 の 熱 を 奪 い 失 火 す る こ と
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